【キャラバン支援要請　ひな形】
２０１４年５月★日

各位

生存権裁判支援する会県内キャラバンの成功へご協力をお願いします

生存権裁判を支援する○○の会　会長　○○○○

連絡先　住所…………　☎…………
生存権裁判を支援する全国連絡会　会長　井上英夫
東京都新宿区新宿5‐12‐15　KATOビル３階

☎03－3354-7431

住民のくらしといのちを守るために日夜のご奮闘、敬意を表します。

生活保護基準が昨年８月から３年かけて、最大１０％の引き下げがおこなわれました。「今でも苦しいのに、どうやって生活していけばいいのか」「邪魔者扱いされているようだ」と不安と怒りの声があがっています。７０歳以上の高齢者に支給されていた老齢加算が２００６年度に廃止され、「冠婚葬祭に行けない」「親戚やご近所からも葬儀の案内がこなくなった」と生活困窮とあわせ社会的孤立を強いられています。老齢加算の廃止は全体の保護基準引き下げの「先兵」だったことが明らかになってきました。４月から２回目の基準引き下げが実施され、消費税率が上がり生活のやりくりは限界をこえています。
生存権裁判は京都が最高裁に係属し、福岡、新潟、広島が原告敗訴で最高裁に上告しました。さらには６月３０日に秋田裁判の仙台高裁秋田支部判決が出されるというたたかいの山場を迎えます。熊本は３月１２日地裁で不当判決がだされ、兵庫は地裁の結審を迎えます。青森は４月２５日に仙台高裁で２人の証人尋問がおこなわれ年内に判決となる見通しです。

こうした裁判の進行状況のもとで、「今、キャラバン」をおこない、生存権裁判支援と社会保障会改悪とのたたかいを一体のものにして、裁判勝利と社会保障改悪を押し返していく力にしていきたいと考えます。多くの団体・個人がこのキャラバンを成功させるためにお力を結集していただきますよう要請するものです。行動の主な内容は下記の通りです。
＜行動内容＞

1 キャラバン実施前に「生存権裁判と社会保障改悪」と「キャラバンで何をするか」について意義を意思統一する学習会を行います。生活保護利用者が参加できるようにします。

2 県内の主要個所で宣伝・署名活動を行い、生存権裁判支援と募金を呼びかけます。

3 自治体首長へ「老齢加算復活、基準引き下げと生活保護改悪反対、最賃の引き上げ」「基準引き下げによる影響とその実態。生保停・廃止実態と被害救済への自治体の手立て」を要請し懇談します。共同してキャラバンをする場合は統一要請書に盛り込んでもらいます。

4 キャラバンの主旨にそって各地で集会や学習会を企画します。
5 キャラバン実施前や後に記者会見をします。
